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平 成 １ ９ 年 度  第 ２ 回 千 葉 市 文 化 財 保 護 審 議 会 議 事 要 旨  

 

１  日   時   平 成 ２ ０ 年 ３ 月 ２ ６ 日 （ 水 ）   

午 後 ２ 時 ０ ０ 分 ～ ４ 時 ０ ０ 分    

２  場   所   千 葉 市 美 術 館 会 議 室  

３  出  席  者   （ 委 員 ）  

                段 木 一 行 会 長  神 谷 紀 雄 副 会 長 、 池 田 伊 予 委 員 、  

岡 本 東 三 委 員 、 高 桑 守 委 員 、 橋 本 裕 之 委 員 、  

吉 村 稔 子 委 員 、 渡 辺 勝 彦 委 員  

       （ 事 務 局 ）  

        宮 野 生 涯 学 習 部 長  

本 庄 生 涯 学 習 振 興 課 参 事 、 倉 田 主 幹  

石 橋 文 化 財 保 護 係 長 、 湖 口 副 主 査  

 

４  議   題  

 報  告  

 （ １ ）  平 成 １ ９ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 に つ い て  

 議  事  

 （ １ ）  平 成 ２ ０ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 予 定 に つ い て  

 （ ２ ）  千 葉 市 地 域 文 化 財 登 録 候 補 に つ い て  

 （ ３ ）  そ  の  他  

 

５  議 事 の 概 要  

 報  告  

 （ １ ）  平 成 １ ９ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 に つ い て  

      ・平 成 １ ９ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 の 実 施 状 況 に つ い て 事 務 局

か ら 報 告 が あ っ た 。  

 議  事  

 （ １ ）  平 成 ２ ０ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 予 定 に つ い て  

      ・平 成 ２ ０ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 の 予 定 に つ い て 承 認 さ れ た 。 

 （ ２ ）  千 葉 市 地 域 文 化 財 登 録 候 補 に つ い て  

      ・千 葉 市 地 域 文 化 財 登 録 候 補 に つ い て 事 務 局 か ら の 説 明 の

後 、 質 疑 応 答 が あ っ た 。  

 （ ３ ）  そ  の  他  

     ・ 遺 跡 の 開 発 情 報 に つ い て 報 告 さ れ た 。  
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６  会 議 経 過  

 池 田 委 員 を 議 事 録 署 名 人 に 指 名 し た 上 で 、 議 長 が 議 事 を 進 行 し た 。  

  

 報 告 （ １ ） 平 成 １ ９ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 に つ い て  

  議  長  ： 平 成 １ ９ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 に つ い て 事 務 局 よ り 説 明 を

願 う 。  

  事 務 局  ：（ 平 成 １ ９ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 の 実 施 状 況 を 報 告 す る 。）  

  議  長  ： 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

       （ 質 問 ・ 意 見 な し ）  

 議 題 （ １ ） 平 成 ２ ０ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 予 定 に つ い て  

  議  長  ： 平 成 ２ ０ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 予 定 に つ い て 事 務 局 よ り 説

明 を 願 う 。  

 事 務 局  ：（ 平 成 ２ ０ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 の 実 施 状 況 を 報 告 す る 。）  

 議  長  ： た だ い ま の 説 明 に つ い て 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

岡 本 委 員 ： 園 生 貝 塚 に つ い て 、 市 は こ れ を ど の よ う に 保 存 し よ う と

考 え て い る の か 。  

事 務 局  ： す ぐ に は 難 し い 面 も あ る が 市 と し て は 国 の 史 跡 に す る 方

向 で 考 え て い る 。  

岡 本 委 員 ： 将 来 に わ た っ て 園 生 貝 塚 を 守 っ て い く よ う な 方 策 を 事 務

局 の 方 で 作 っ て い た だ き た い 。  

議  長  ： 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 の 市 民 へ の 周 知 徹 底 は ど の よ う な 方 法

で 行 っ て い る の か 。  

事 務 局  ： 現 在 、 宅 地 建 物 取 引 業 法 の 中 で 包 蔵 地 の 確 認 を す る と い

う こ と が 重 要 事 項 と な っ て お り 、 そ の 関 係 で 問 い 合 わ せ が

多 い 。 ま た 、 遺 跡 地 図 は 千 葉 県 の ホ ー ム ペ ー ジ に も 載 っ て

い る 。  

議  長  ： 問 い 合 わ せ 件 数 は 少 な く な っ た の か 。  

事 務 局  ： 問 い 合 わ せ の 件 数 は 少 な く な っ て い な い 。  

議  長  ： わ か っ た 。 議 事 （ １ ） に つ い て 承 認 し て よ い か 。  

     （ 委 員 承 認 ）  

 議 題 （ ２ ） 平 成 ２ ０ 年 度 文 化 財 関 係 事 業 予 定 に つ い て  

議 題 （ ２ ） 以 降 は 非 公 開 の た め 、 傍 聴 人 が 退 席 。  

議  長  ： 議 事 （ ２ ） の 千 葉 市 地 域 文 化 財 の 登 録 候 補 に つ い て 事 務

局 よ り 説 明 を 願 う 。  
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事 務 局  ：（ 千 葉 市 地 域 文 化 財 の 登 録 候 補 と し て 市 民 か ら 推 薦 が あ っ

た １ ７ 件 に つ い て 説 明 す る 。）  

議  長  ： 質 問 ・ 意 見 等 は あ る か 。  

岡 本 委 員 ： 地 域 文 化 財 と 指 定 文 化 財 の 振 り 分 け は ど の よ う に 考 え て

い る の か 。 ま た 、 登 録 さ れ る こ と に よ っ て 補 助 な ど は 出 る

の か 。  

事 務 局  ： 登 録 さ れ る だ け で あ る が 、 地 域 文 化 財 は 登 録 を す る こ と

で 文 化 財 が あ る と い う こ と を 市 民 の 皆 さ ん に 知 っ て も ら い 、

保 護 や 保 存 の 意 識 を 持 っ て も ら う き っ か け に す る と い う こ

と で あ る 。  

議  長  ： 登 戸 の 寿 獅 子 の 二 頭 舞 と 平 川 町 内 会 文 書 に つ い て 少 し 説

明 し て も ら い た い 。  

橋 本 委 員 ： 私 は 過 日 登 戸 の 寿 獅 子 の 二 頭 舞 を 見 せ て も ら っ た が 、 こ

こ は 赤 い 獅 子 が 出 て く る と い う の が 珍 し い 。 し か し 、 獅 子

舞 だ け を 取 り 出 し て 演 じ ら れ て い る わ け で は な く 、 全 体 は

神 楽 で 、 そ の 最 後 の 獅 子 舞 が 非 常 に 面 白 い も の と し て 存 在

し て い る と い う こ と で あ る 。 し た が っ て 、 名 称 は 登 戸 の 神

楽 と し て 考 え た 方 が よ い の で は な い か 。  

     た だ 、 こ の 事 例 を 赤 獅 子 が あ る と い う 理 由 で 登 録 す れ ば

そ れ は 指 定 で は な い の か と い う こ と に な る 。 む し ろ 地 域 の

中 で 、 子 供 た ち を 積 極 的 に 指 導 し た り 、 色 々 な 地 域 づ く り

や 町 づ く り に 関 わ っ て い る 活 動 が 積 極 的 に 行 わ れ て い る こ

と を 登 録 の 主 た る 要 件 と し て あ げ る こ と が で き れ ば 、 地 域

文 化 財 と 指 定 文 化 財 の 違 い を 明 示 で き る 方 法 と な る の で は

な い か と 思 う 。  

議  長  ： 平 川 町 内 会 文 書 は 活 字 化 さ れ て い る の か 。  

事 務 局  ：一 部 に つ い て は 活 字 化 さ れ て い る 。（ 以 下 、平 川 町 内 会 文

書 に つ い て 事 務 局 か ら の 説 明 ）  

議  長  ： た い へ ん 貴 重 な も の だ が 、 古 い も の は 慶 長 １ ９ 年 か ら 新

し い も の は 平 成 ま で あ る 。 現 在 は 新 し い も の ま で 文 化 財 と

し て 認 識 し 将 来 に わ た っ て 保 存 し て い く と い う 考 え 方 に 変

わ っ て き て お り 、 現 在 も 活 き て い る 文 書 群 と し て ユ ニ ー ク

な も の だ と 思 う 。  

神 谷 委 員 ： 無 形 文 化 財 は 個 人 の 名 前 と い う こ と で あ げ に く い か も し

れ な い が 、 優 秀 な 方 が い れ ば 委 員 が 積 極 的 に 名 前 を あ げ て
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指 定 や 登 録 を し て い っ た 方 が よ い 。  

議  長  ： 事 務 局 の 方 で こ の 意 見 を 集 約 し て 今 後 諮 問 し て も ら い た

い 。 今 回 、 市 民 の 方 か ら 推 薦 を い た だ い た と い う こ と は 画

期 的 だ と 思 う の で 、 こ れ を 有 効 に 活 用 し て も ら い た い 。  

岡 本 委 員 ： 指 定 や 登 録 を し て も 減 る わ け で は な い の で 文 化 財 を 将 来

に 残 す と い う 視 点 で 裾 野 を 広 く し て リ ス ト を 作 っ て い く こ

と が 大 事 だ 。 た だ し 、 こ の 仕 事 を す る た め に は も っ と 人 数

も 必 要 だ 。  

事 務 局  ： 本 日 、 登 戸 の 獅 子 舞 に つ い て は ビ デ オ を 用 意 し て あ る の

で ご 覧 い た だ き た い 。  （ ビ デ オ 投 影 ）  

池 田 委 員 ： 獅 子 舞 を や っ て い る 二 人 に 後 継 者 は い る の か 。  

橋 本 委 員 ： 子 供 が 教 わ っ て い る の は 神 楽 で あ る 。 獅 子 は 大 人 が や っ

て い る 。  

事 務 局  ： 千 葉 市 に は 郷 土 芸 能 保 存 協 会 と い う も の が あ り 、 そ こ が

受 け 皿 と な っ て 後 継 者 育 成 の ふ る さ と 教 室 を 開 催 し た り 、

道 具 の 修 繕 補 助 な ど の 事 業 を 実 施 し て い る 。  

 議 題 （ ３ ） そ の 他  

議  長  ： そ の 他 で 委 員 か ら な に か あ る か 。 な け れ ば 事 務 局 か ら な

に か あ る か 。  

事 務 局  ：（ 遺 跡 の 開 発 情 報 に つ い て 報 告 し た 。）  

岡 本 委 員 ： 間 違 い の な い よ う に 市 が 対 応 で き る よ う な 体 制 を つ く っ

て 臨 ん で も ら い た い 。  

事 務 局  ：（ 来 年 度 の 審 議 会 の 凡 そ の 日 程 に つ い て 説 明 し 、委 員 の 補

充 に つ い て も 先 生 方 の 協 力 を お 願 い し た 。）  

議  長  ： こ れ で 議 事 を 終 了 す る 。  

 

 

 

 

 

 

 

（ 担 当 課 ）  千 葉 市 教 育 委 員 会 生 涯 学 習 部 生 涯 学 習 振 興 課  

      電 話  ０ ４ ３ － ２ ４ ５ － ５ ９ ６ ２  


